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	事業運営の総括​2025年度は、社会福祉法人愛の園福祉会の基本理念「もっとも小さな者のひとりに仕える」のもと、児童福祉法等に則り、子どもたちが心豊かな環境で成長できるよう支援を行いました 。 本年度は、前年度からの課題であった職員体制の強化を図り、新規職員の採用により職員配置加算（加配加算）を取得できる体制を整えました 。また、午前・午後各5名の少人数制に対し職員3〜4名を配置する手厚い支援体制を確立し、利用児童100％の契約率を達成するとともに、質の高い療育と職員の職場環境改善を両立できた1年となりました 。 

